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十
一
月
三
十
日
に
、
子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

講
演
会
と
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

講
演
会
に
は
、
講
師
に

【子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

竺
原 

晶
子
さ

ん
】
を
お
迎
え
し
、
『デ
ジ
タ
ル
時
代
の
子
育
て
を
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

デ
ジ
タ
ル
を
使
用
す
る
の
に
年
齢
制
限
が
あ
る
事
を
知
っ
て
ま
す

か
？ 

の
質
問
を
さ
れ
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

目
を
酷
使
す
る
為
、
内
斜
視
に
な
り
や
す
い
。
中
高
生
の
視
力
低
下
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら

れ
ま
せ
ん
が
東
北
大
の
先
生
に
よ
る
研
究
で
は
脳
に
影
響
を
与
え
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

幼
児
期
の
子
ど
も
達
が
ど
ん
な
時
期
に
あ
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

 

①
毎
日
の
生
活
の
中
で
繰
り
返
す
行
動
が
習
慣
に
な
っ
て 

身
に
つ
く
時
期 

 
 
 
 
 
 

 

②
身
長
や
体
重
だ
け
で
な
く
未
発
達
で
生
ま
れ
た
部
分
も 

成
長
す
る
重
要
な
時
期 

 
 
 
 

 

③
ど
ん
な
こ
と
に
も
興
味
を
示
す
無
限
大
の
可
能
性
を 

秘
め
て
い
る
時
期 

④
能
力
や
機
能
な
ど
人
間
ら
し
い
言
動
の
基
礎
と
な
る 

発
達
が
促
さ
れ
る
大
切
な
時
期 

 

Ｑ
，
ス
マ
ホ
な
ど
で
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
心
配
や
不
安
は
あ
り
ま
す

か
？ 

の
質
問
に
、
保
護
者
の
方
か
ら
は
項
目
ご
と
に
た
く
さ
ん
手
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

ポ
イ
ン
ト 

技
術
で

（フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
等
）
軽
減
で
き
る
こ
と
は
技
術
に
任
せ
て
向
き
合
い
ま
し
ょ
う 

親
の
ス
マ
ホ
を
子
ど
も
に
見
せ
る
時
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を

し
ま
し
ょ
う 

 ●
ア
プ
リ
の
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

（対
象
区
分
マ
ー
ク
）
を
確
認
し
て
い
ま
す

か
？ 

 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
明
記
し
て
あ
る
の
で
確
認 

 

４
＋ 

四
歳
以
上
可 

 

対
象
年
齢
を
守
り
ま
し
ょ
う 

 

 

●
食
事
の
支
度
を
し
て
い
る
と
き 

火
の
気
や
刃
物
な
ど
の
危
険
、
か
ま

っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
辛
さ
、
ど
う
す
れ
ば
？ 

 

ス
マ
ホ
に
頼
っ
て
遊
ば
せ
て
い
て

「夕
ご
飯
前
は
ス
マ
ホ
の
時
間
」

と
言
う
習
慣
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
ら
困
る
し
・
・
・ 

「と
り
あ
え
ず
ス
マ
ホ
」
や
め
て
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
子
と
の
会
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う 

ポ
イ
ン
ト 

声
を
掛
け
て
会
話
を
し
な
が
ら 

 

●
子
ど
も
に
使
わ
せ
る
際
の
注
意
点
は
？ 

 

自
由
に
は
使
え
な
い
・
親
か
ら
借
り
て
い
る
と
い
う
認
識

・
・
・
保

護
者
が
管
理
し
使
う
時
に
渡
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ア
プ
リ
を
導
入
し

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
レ
ベ
ル
を
設
定
。 

 

 

●
視
力
や
姿
勢
な
ど
へ
の
影
響
は
？ 

 

就
寝

一
時
間
半
前
に
は
ス
マ
ホ
は
見
な
い
・
・
・
良
い
睡
眠
は
身
体

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。 

見
る
姿
勢

（ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
転
ぶ 

体
幹
が
弱
い

傾
向
有
、
近
く
で
見
る
）
・
・
目
が
疲
れ
て
視
力
低
下
や
内
斜
視
に
な
り

や
す
い 

ポ
イ
ン
ト 

周
囲
の
人
を
ま
ね
て
成
長
す
る
時
期
な
の
で
、
や
っ
て
欲
し

い
お
手
本
を
大
人
が
示
し
ま
し
ょ
う 

 ●
続
け
て
使
わ
せ
る
な
ら
ど
の
く
ら
い
？ 

 
 

う
っ
か
り
長
時
間
使
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
年
齢
で

す
。 

動
画
を
見
る
な
ら
一
本
ご
と
に
休
憩
時
間
（十
五
分
～
三
十
分
）

を
取
り
ま
し
ょ
う 

 

声
か
け
が
大
事

（例
：見
終
わ
っ
た
ら
感
想
聞
か
せ
て
ね
） 

 ●
安
全
な
動
画
を
見
せ
た
い 

 
 
 

子
ど
も
専
用
ア
プ
リ
が
ベ
ス
ト 

「Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ
ｓ
」
と
い
う
子
ど
も
専
用
ア
プ
リ
が
あ
り
、
年
齢
設

定
や
タ
イ
マ
ー
設
定
も
可
能
で
す 

 

 

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
大
丈
夫
？ 

 
 

一
人
で
使
わ
せ
る
の
は
ダ
メ
。
日
々
の
生
活
で
の
小
さ

な
積
み
重
ね
が
将
来
役
に
立
つ
と
考
え
工
夫
し
ま
し
ょ
う 

家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
け
れ
ば
、
ス
マ

ホ
や
ゲ
ー
ム
に
向
か
う
時
間
が
自
然
と
減
り
、
依
存
予
防

に
も
な
り
ま
す 

ポ
イ
ン
ト

「学
ぶ
」
は

「ま
ね
ぶ
」
と
も
読
み
、
「ま
ね
る
」

と
同
じ
語
源 

周
囲
の
人
を
ま
ね
る
こ
と
で
成
長
す
る
時

期
頑
張
り
ま
し
ょ
う 

 

●
長
時
間
利
用
を
防
ぐ
た
め
に
は
？ 

 
 

何
し
て
遊
ぶ
？ 

ゲ
ー
ム 

 

遊
び
の
選
択
肢
が
な
い
。

子
ど
も
は
親
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
約
束

は
四
歳
位
な
ら
で
き
る
。 

 

●
な
か
な
か
ス
マ
ホ
を
や
め
て
く
れ
な
い 

見
通
し
が
つ
く
、
分
か
り
や
す
い
約
束
、
ル
ー
ル
を
作
る 

 

押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
子
ど
も
と
一
緒
に

話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
考
え
る
。 

★
ゲ
ー
ム
前
に
ど
の
位
や
っ
て
よ
い
か
約
束
を
し
て
い
ま

す
か
？ 

使
う
時
の
約
束
を
決
め
ま
し
ょ
う 

守
ら
せ
ま

し
ょ
う 

 

●
ス
マ
ホ
に
気
を
取
ら
れ
て
生
返
事
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

 
 
 

子
ど
も
の
目
を
見
て
状
況
を
伝
え
ま
し
ょ
う 

二度と戻らない大切な時期 

子どもの為にできる工夫を 



   

                               

                      

子どもにゲーム機やタブレット

等を渡しているわけではないの

で、我が家にとっては、まだこれか

らの話かと思っていましたが、お

話を聞いて考えを改めました。特

に、まず親がメディア機器を正し

く使っている姿を示すことが大切

だというお話が心に残っていま

す。親も子も上手にメディア機器

と付き合っていけるよう心がけて

いきたいと思います。 
 

わが家では、i-pad でアプリと写真撮影を使わせています。まだ小さいの

で、時間制限をして使っていますが、時間制限しか対策を知らなかったので、

フィルタリング昨日や時間管理ツールなどの技術的な手法を具体的に教えて

いただき勉強になりました。 ゲームやアプリの年齢区分を全く意識してお

らず、YopTpbe kidsというものも初めて知りました。便利な機能や使える機

能は上手く使って、デジタル機器と付き合っていきたいです。 
 

子どもをメディアにどのくらい触れさせるのがよいのか、日頃から悩

んでいる問題だったのでとても興味深かったです。今の時代メディアに

よる情報、メディアに触れる機会はあふれかえっているので、どのように

付き合っていくか、しっかり親が考え、子どもと一緒にルールを決めてい

こうと思いました。メディアに触れることは悪いという訳ではなく、良い

面や必要になることもあると思うので、うまく付き合っていけるようし

っかり考え、できることから取り入れていきたいです。 

★
保
護
者
の
方
に
、
感
想
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
一部
紹
介
し
ま
す
。 

メディア講演会のお話を聞いて、まさに我が家が抱えている問

題だと思いました。娘は帰るなり、プレーステーションを起動し

て、Yoptpbeを再生します。食事の時も、動画を再生しています。

最初は絵本の物語や歌を聞いていましたが、最近では低俗な親子

の動画を見ています。「低俗な動画」を見る事さえ控えてもらえば、

動画を見る事に反対はしません。娘の言動を見ていると、悪い影

響を受けているように感じます。興味をもつことは大切ですが、

「エンタメ」要素が多い物だと、進歩がない時間を過ごしている

ように感じます。親の私自身、スマホ・ネットがそばにないと、

落ちつかないことがあります。己を律することも含めて、家族で

話し合いの場を設けて、まずはルールを作りたいと考えています。 

最近、動画を見ることが増えてきたのでこのままでは依存してしまうので

はないだろうか、とか健康面ではどうなんだろうと心配していたので今回の

話を聞けてとてもよかったです。完全には見ないようにすることは難しいで

すが、しっかりルールを決めて上手にメディアと付き合っていけたらいいな

と思います。その分親と子のコミュニケーションを大事にしていこうと思え

たお話でした。 

子ども達とあそぶ、アナログゲームはとても種類が豊富で

とても楽しかったです。一人ではあそべないゲームばかりな

ので、家でもトランプなどでもやってみたいと思いました。前

半のメディアとあそびの講演は、メディアに対する意識や考

え方も各家庭で方針が違うので、一概にメディアを見ないの

が良！メディアを見ると悪！のような偏った考えも良くない

のではないかと思いました。これからの時代にメディアは不

可欠かと思います。親自身がメディアに対してきちんと学ぶ

ことが大切かと思います。講演されるのであれば、資料を流す

だけでなく、時代の流れを読んで、デメリット(悪)のイメージ

を植え付けるのではなく、どう付き合っていくのが良いのか

の方法を講演してほしかったです。メディアを使ったあそび

も良いものがあると思います。とても時代錯誤を感じました。 

こどもとメディアの関わり方について日々不安に思いながらもメデ

ィアで子育てしてしまっている自分を振り返り、改めて考えるいい時間

でした。家で朝４０分、夜６０分程メディアの時間がありますが、やめ

れない時も…アナログなゲームをして心をはずませている子どもを見

ていて、やはりこういった時間を大切にしなければと思います。 



     

十
二
月
十
六
日
に
生
活
発
表
会
が
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
子
ど
も
達
へ
の
メ
ッ 

セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
が
、
連
絡
ノ 

ー
ト
に
も
た
く
さ
ん
の
感
想
を
書
い
て
い
た 

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                       

                                  

                                  
 

★元気いっぱいの生活発表会ありがとうございました。子ども達のかわいい姿に癒されました。先生方本当にお疲れさまでした。 

 

★おばあちゃんも大変喜んでくれました！子ども達の練習の成果がしっかり出てましたね！先生方のおかげです  

 

★当日は朝から歌を口づさみながら練習をしていました。大きな声で発表できていて、園での練習のおかげです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ステージに立てていたことだけでも、びっくりすごいなと思いましたが、緊張しながらでも歌ったり、演技していたりする姿、我が子

ながらすごいなと思いました。子ども達と先生とで一緒になって作り上げた生活発表会とのこと、、とてもあったかい、一生懸命な感じ、

伝わってきました。 

★家でも時々練習する姿がありましたが、本番はたくさんの大人が見ていて緊張や恥ずかしさもあったのか、終始もじもじしている姿が

とてもかわいかったです  

 

★ステージに立っているだけで感動でしたが、こんなにも頑張れるんだぁと、成長に涙、涙でした。親が思っていた以上に、本人なりに

懸命に、葛藤しながら日々成長していたんだなぁと感じました。楽しくのびのび過ごせているのも、こうしてやる時はやれるのも、先生

方の関わりのお陰だなぁと感謝しきれません。 

 

★楽しみながら発表しているのがとてもよくわかる、笑顔で大きな声、よくがんばっていたと思います。 

 

★ステージの練習では緊張していると聞いていたの

で、本番はもっと緊張しちゃうかな？と心配でした

が、家族の顔を見て安心したのか、緊張しつつも楽

しんでいることが伝わりました。緊張と沢山の練習

を乗り越えて、成長できたと思います。 

 



                                  

                                  

                                  

★発表会、たくさんの人がきてくれてうれしかったよ！と話してくれました。去年までは泣き虫でしたが、自分の足で立ち堂々とし

ていてビックリしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ニコニコ楽しそうな姿が見られて嬉しかったです！セリフもなんとなく言っていたような気がしました。 

 

★「はずかしい～」と言っていましたが、本番も大きな声でしっかり楽しんでいる〇〇を見れて家族みんなもとても楽しく嬉しかっ

たです。先生方、準備から何から大変だったと思いますが、ありがとうございました。 

 

★すみれ組の子どもたちのがんばる姿がとっても可愛くて、さくら組の時よりもさらに成長した姿が見られ、嬉しかったです。笑顔

で楽しそうに表現することができ、終わった後も「楽しかった～♪」と満足そうに話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

★1 人で司会のセリフを言う姿や友だちとうれしそうに舞台に立つ姿を見てとてもうれしく思いました。手話歌は我が子もですが、

ふじ組のお友だちみんなが本当にかわいくて胸が熱くなりました。日頃から子どもが主体的に活動できるよう支援してくださって、

ありがたいなと思っています。 

 

★ちょっと緊張してはずかしかったり声が小さくなってしまう場面もありましたが、とてもよくがんばったな、と思います。ふじ組

さんみんなピアニカや手話もよく覚えていてたくさん練習したんだろうな、と思いました。さくら組すみれ組の時できなかったこと

も、練習して出来るようになって、堂々とステージに立つ姿はみんなすばらしかったです。 

 

★先生方に尽力していただいたおかげで、成長した娘の姿を見ることができました。 

 

★セリフ頑張って言えていて成長を感じました！ 

 

★子ども達の成長した姿に感動しっぱなしの生活発表会でした。みんな大きくなっ 

て…としみじみ。先生方、本当にお疲れさまでした。 

 

★練習している事を家で毎日披露してくれていました。○○なりに表現する姿を見ることができ、とてもうれしかったです。本人も

達成感を感じていました。ご指導ありがとうございました。 

 

★当日、たくさんのセリフを覚えて堂々とした姿を見ることができ、おどろきました。 

ビデオを見ながら友達のセリフもスラスラと言っており、一生懸命練習したことを感 

じました。 

                          

★生活発表会とても楽しかったです。すべての演目できちんと自分の役割を果たして 

おり、練習頑張ったんだなと伝わってきました。終わったあと、本人も満足そうでし 

た。 

 

★頑張りをたくさん感じられて、胸いっぱいでした。今まで見たことのない不安そうで緊張した姿・・・こちらもドキドキしていま

した。終わって、今までの頑張りをたくさんほめて、いっぱい可愛い可愛いしました（笑） 

 



  

ぱ
ん
だ

・
ぞ
う

・
き
り
ん
ル
ー
ム 

   

防
寒
や
風
邪
の
予
防
法
を
知
り
、
進
ん
で
す
る 

○
衣
服
の
調
節

・
着
替
え
を
す
る 

○
手
洗
い
・
う
が
い
を
こ
ま
め
に
す
る 

（手
洗
い
後
は
、
丁
寧
に
拭
く
） 

○
防
寒
着
の
始
末
を
す
る 

○
鼻
汁
を
自
分
で
か
め
る
よ
う
に
す
る
。
（三
歳
児
） 

◎
ご
っ
こ
あ
そ
び 

・
郵
便
屋
さ
ん
ご
っ
こ 

・
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ 

◎
わ
ら
べ
う
た 

・
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ 

・
も
ぐ
ら
ど
ん
の 

 

★
ふ
じ
組

（五
歳
児
） 

《食
育
》 

○
正
月
料
理
の
由
来
を
知
る 

○
七
草
が
ゆ
の
由
来
を
知
り
食
べ
る 

（春
の
七
草
を
図
鑑
で
調
べ
る
） 

《文
字

・
数

・
正
月
あ
そ
び
》 

○
数
字
を
書
く 

○
交
替
で
読
み
手
に
な
り
、
カ
ル
タ
を
す
る 

○
す
ご
ろ
く
を
す
る 

○
こ
ま
ま
わ
し
を
す
る 

○
凧
作
り 

○
ト
ラ
ン
プ
で
あ
そ
ぶ

（七
な
ら
べ
・
神
経
衰
弱 

な
ど
） 

  

    

《運
動
あ
そ
び
》 

○
跳
び
箱 

・
開
脚
跳
び
を
す
る 

○
マ
ッ
ト 

・
後
転
を
す
る 

 

○
縄
跳
び 

・
後
ろ
跳
び
・
あ
や
と
び 

○ 

鉄
棒 

・ 

足
抜
き
後
ろ
回
り
→
足
抜
き
回
り 

・
逆
上
が
り 

《ち
び
っ
こ
探
検
隊
》 

・ 

野
鳥
観
察
を
し
、
飛
び
方
や
鳴
き
声
、
生
態
な
ど
を
調
べ
る 

○
季
節
の
歌 

・
お
正
月 

・
ゆ
き
の
ぺ
ん
き
や
さ
ん 

 

  
★
す
み
れ
組

（四
歳
児
） 

 
《食
育
》 

○
正
月
料
理
の
由
来
を
知
る
。 

○
七
草
が
ゆ
の
由
来
を
知
り
食
べ
る
。
（七
草
を
知
る
） 

《文
字

・
数
あ
そ
び
》 

○
カ
レ
ン
ダ
ー
の
数
字
や
文
字
を
読
む
。 

○
自
分
の
名
前
の
中
の
文
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
。 

○
ひ
ら
が
な
カ
ー
ド
で
言
葉
集
め
を
す
る
。 

《正
月
あ
そ
び
》 

○
カ
ル
タ
と
り
を
す
る
。 

○
す
ご
ろ
く
を
す
る
。 

○
凧
を
作
り
、
飛
ば
す
。 

○
こ
ま
作
り

（び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
な
ど
） 

《造
形
あ
そ
び
》 

○
廃
材
を
使
っ
た
工
作
を
す
る 

《運
動
あ
そ
び
》 

○
跳
び
箱 

・
三
～
四
段
の
跳
び
箱
に
馬
乗
り
に
な
る 

○
鉄
棒 

・
鉄
棒
に
つ
か
ま
り
、
足
を
蹴
り
上
げ
る 

○
縄
跳
び 

・
短
縄

「体
側
回
旋
走

・
ジ
ャ
ン
プ
進
み
」
・
長
縄

（大
波
小
波
） 

《ち
び
っ
こ
探
検
隊
》 

○
天
神
川
や
東
郷
池
で
野
鳥
観
察
を
す
る
。 

（種
類
・
鳴
き
声
を
知
る
） 

○
季
節
の
歌 

・
お
正
月 

・
ゆ
き 

 

★
さ
く
ら
組

（三
歳
児
） 

《食
育
》  

○
正
月
料
理
の
由
来
を
知
る
。 

○
七
草
が
ゆ
の
由
来
、
七
草
に
つ
い
て
知
り
食
べ
る
。 

《文
字

・
数
あ
そ
び
》 

○
お
正
月
遊
び
を
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
か
る
た
・
福
笑
い
等   

・
凧
を
作
り
、
飛
ば
す 

・
こ
ま
作
り

（廃
材
を
使
っ
た
こ
ま
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
時
計
の
数
字
を
読
む
。 

《運
動
あ
そ
び
》 

○
ル
ー
ル
の
あ
る
あ
そ
び
を
す
る
。 

・
こ
ろ
が
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す
る 

○
長
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
振
り
上
げ
た
長
縄
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
そ
の
場
で
、
揺
れ
て
い
る
縄
を
跳
ぶ 

 

○
短
距
離
走 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
短
距
離
走
を
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
体
の
部
位
に
タ
ッ
チ
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
短
距
離
走
を
す
る 

○
マ
ッ
ト 

・
回
転
ジ
ャ
ン
プ
進
み
・
目
か
く
し
横
転 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
季
節
の
歌 

・
お
正
月 

・
ゆ
き 

・ 

冬
を
健
康
に
過
ご
す
為
の
生
活
の
仕
方
を
身
に
付
け
、 

身
の
回
り
の
始
末
な
ど
を
す
す
ん
で
す
る
。 



 

ゆ
り
組

（二
歳
児
） 

 

・
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
す
る 

・
お
正
月
あ
そ
び
を
楽
し
む 

・
冬
の
自
然
現
象

（霜

・
雪

・
氷
）
に
興
味
関
心
を
持
ち
友
だ
ち 

と
一
緒
に
探
索
し
た
り
触
れ
た
り
し
て
あ
そ
ぶ 

 <

食
育> 

・
食
器
に
手
を
添
え
て
持
っ
て
食
べ
る 

<

戸
外
あ
そ
び> 

○
冬
の
自
然
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
し
て
あ
そ
ぶ
。 

 
 
 
 
 
 
 

（雪

・
氷
・
霜
・
渡
り
鳥
） 

○
凧
あ
げ
を
す
る
。 

<

室
内
あ
そ
び> 

○
正
月
あ
そ
び
を
す
る
。
（か
る
た
・
風
船
つ
き
・
こ
ま
） 

○
ご
っ
こ
・
見
立
て
遊
び
を
す
る 

・
発
表
会
ご
っ
こ 

○
楽
器
で
あ
そ
ぶ
。 

・
簡
単
な
リ
ズ
ム
を
と
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
器
を
鳴
ら
す
。 

（タ
ン
バ
リ
ン
・
す
ず

・
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
） 

○
指
先
を
使
っ
て
あ
そ
ぶ
。 

・
折
り
紙
で
簡
単
な
も
の
を
折
る
。 

《さ
く
ら
・
す
み
れ
組
と
交
流
す
る
》 

・
河
川
敷
や
部
屋
で
一
緒
に
あ
そ
ぶ
。 

○
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び 

 
 

「く
ま
さ
ん
く
ま
さ
ん
」 

「お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」 

○
絵
本
を
見
る 

「な
い
し
ょ
で
ん
し
ゃ
」 

「ね
ず
み
く
ん
と
ゆ
き
だ
る
ま
」 

  

  

 

た
ん
ぽ
ぽ
組

（
一
歳
児
） 

・ 

簡
単
な
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
し
よ
う
と
す
る 

・ 

保
育
士
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
正
月
あ
そ
び
や
ご
っ
こ
あ
そ
び
や 

見
立
て
遊
び
を
す
る 

 <

戸
外
あ
そ
び> 

○
散
歩
に
行
く
。 

・
冬
の
自
然

（氷
、
雪
）
を
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
。 

・
坂
道
を
走
っ
て
上
が
っ
た
り
、
階
段
の
登
り
降
り
を
す
る
。 

○
河
川
敷
で
あ
そ
ぶ 

・
凧
あ
げ
を
保
育
者
が
す
る
の
を
見
た
り
、

一
緒
に
し
て
み
る
。 

<

室
内
あ
そ
び> 

○
正
月
あ
そ
び
を
す
る
。 

・
絵
カ
ー
ド
で
あ
そ
ぶ
。 

・
風
船
を
羽
子
板
で
つ
く
。 

○
ご
っ
こ･

み
た
て
あ
そ
び
を
す
る
。 

・
お
風
呂
ご
っ
こ 

・
郵
便
や
さ
ん
ご
っ
こ
・
ま
ま
ご
と 

○
手
先
を
使
っ
て
あ
そ
ぶ
。 

・
は
さ
み
一
回
切
り
・
の
り
づ
け
・
ス
プ
ー
ン
あ
そ
び
・
ひ
も
通
し 

・
ボ
タ
ン
は
め
な
ど 

○
音
あ
そ
び
を
す
る
。 

○
ホ
ー
ル
で
あ
そ
ぶ
。 

・
ボ
ー
ル
・
三
輪
車
で
あ
そ
ぶ
。 

・
平
均
台
を
渡
る
。
（前
歩
き
・
横
歩
き
） 

○
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び 

「お
し
ょ
う
が
つ
の
も
ち
つ
き
」 

「お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」 

○
絵
本
を
見
る
。 

「ぶ
き
ゃ
ぶ
き
ゃ
ぶ
ー
」 

「い
ろ
い
ろ
お
ん
せ
ん
」 

 

  

 

も
も
組

（０
歳
児
） 

<

戸
外
あ
そ
び> 

○
一
歳
児 

○
散
歩
に
行
く
。 

・
凧
あ
げ
を
保
育
者
が
す
る
の
を
見
た
り
、

一
緒
に
し
て
み
る
。 

・
冬
の
自
然
に
触
れ
る
。
（雪
、
氷
） 

   <

室
内
あ
そ
び> 

・
音
あ
そ
び
を
す
る 

（フ
レ
ー
ム
ド
ラ
ム
、
シ
ン
バ
ル
）。 

○
一
歳
児 

・
ホ
ー
ル
で
カ
ラ
ー
・
平
均
台
・
跳
び
箱
等
を
使
っ
て
あ
そ
ぶ 

・
風
船
つ
き
を
す
る
。 

・
小
麦
粉
粘
土
を
す
る 

○
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
を
す
る 

「ゆ
き
」 

「ゆ
き
こ
ん
こ
ん
」 

○
絵
本
を
見
る
。 

「お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」 

「ル
ル
ち
ゃ
ん
の
く
つ
し
た
」 



 

 
朝の空気がひんやりと吹き抜けるようになり、冬の訪れを感じられる日が多くなりました。日中は太陽

の日差しが温かく 12 月だということを忘れる陽気の日もありますが、子どもたちのサンタさん来るか

な～ 雪が積もったら雪合戦したいな～ と冬ならではの会話が聞かれている姿が可愛いです。寒くな

り雪が降ってくる日が待ち遠しいですね。 

 

食育目標～食器を上手に片付けましょう～ 

今年度は各クラスの保育参加で給食後やおやつの後の食器の片付けを保護者の方に見ていただきまし

た。子どもたちは食器を下げる際、片付けの机までの一歩一歩を慎重に歩き、食器を置く際も同じ種類の

食器をどのくらいの高さまで重ねれば食器が割れないかや食器を置く時の力加減など、安全も考慮しな

がら行動しています。 

始めは難しかった事も子どもたちが毎日の習慣で着実に身につけたステキな姿だな～と嬉しく感じて

います。 

子どもたちには、最近食器の扱い方がとても上手でこの良い姿をこれからも続けていってほしいとい

う想いを話し、もう少し頑張ってみるともっと良い姿になれる方法を伝えました。 

 

【上手な片付け方】                 【これをやってみるともっと片付け上手！】

まっすぐ運びましょう  同じ食器を重ねましょう      食べ残しをきれいに取りましょう 

 

 

 

 

 

重ねすぎないようにしましょう           優しくそっと置きましょう 

                                  

                                     

 

 

 

未満児さんは食事エプロンを自分で専用のバケツに運んだり、おやつのお皿やヨーグルトのコップ、お

茶のコップを片付けたり、月齢にあった片付けをしています。大人がしてしまいがちな片付けですが、

『じぶんで』の気持ちを大切に、軽くて壊れにくいものから始めています。月齢が上がると陶器も扱うよ

うになりますが、大きな音がしないように、落とさないようにとより慎重に考えながら運ぶ力がついて

いっています。いつもはしてもらっていたことが自分の力だけで出来た時、子どもたちの自信につなが

ります。『どう？できたよ 』のお顔が何とも誇らしく、みているこちらも嬉しいです  

ご家庭でも食卓からキッチンまで無理ない範囲で子どもたちの出来るお片付けがあればさせてあげて

ほしいな～と思っています。よろしくお願いいたします。 



     
 

 
 

苦
情

・
ご
意
見

・
ご
要
望
に
お
答
え
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

園
長 

足
達 

佐
恵
子 

      
 
 今

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

  イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型 

大
流
行 

 

 

十

一
月
下
旬
頃
よ
り
、
全
ク
ラ
ス
に
お
い
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ａ
型
が
大
流
行
と
な
り
、大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

十
二
月
十
九
日
に
は
、
園
児

・
職
員
と
も
感
染
者
が
０
に
な

り
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

地
域
に
よ
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
た
り
、
他
の
感
染
症

（溶
連
菌

・
ア
デ
ノ
・

感
染
性
胃
腸
炎

（ノ
ロ
・
ロ
タ
）
等
）
も
聞
き
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
Ｂ
型
も
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
感

染
対
策
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。 

  

さ
く
ら

・
す
み
れ

・
ふ
じ
組
生
活
発
表
会
が
、 

四
年
ぶ
り
に
開
催
出
来
ま
し
た
。 

 

た
く
さ
ん
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
の
中
、
生
活
発
表
会
に
向
け
て
の

取
り
組
み
中
で
し
た
の
で
、
毎
日
数
人
が
お
休
み
の
状
況
で
、

全
員
揃
っ
て
の
取
り
組
み
に
な
ら
ず
、
生
活
発
表
会
そ
の
も
の

が
開
催
で
き
る
だ
ろ
う
か
？ 

と
大
き
な
不
安
や
心
配
を
し
ま

し
た
。 

当
日
は
、残
念
な
が
ら
お
休
み
の
お
友
達
も
あ
り
ま
し
た
が
、

お
休
み
の
お
友
達
の
分
ま
で
頑
張
ろ
う
と
取
り
組
む
姿
が
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

今
回
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
事
で
、
二
部
制
の
方
法
も
見

直
し
を
し
、
よ
り
、
見
て
い
た
だ
く
方
が
余
裕
を
持
っ
て
観
覧

で
き
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。 

 ○
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
す
る
ク
ラ
ス
の
保
護
者
が
前
に
な
る
よ
う
、

そ
の
都
度
移
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

○
祖
父
母
席
を
作
り
子
ど
も
用
の
椅
子
を
置
き
ま
し
た
。 

 

○
駐
車
場
を
別
の
場
所
に
借
り
ま
し
た
。 

 

○
〇
，

一
，
二
歳
児
ク
ラ
ス
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
、
家
庭
で

子
ど
も
さ
ん
が
見
れ
る
方
に
は
見
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
、
た
く
さ
ん
の
方
が
協
力
を
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

職
員
の
係
に
余
裕
が
出
来
、
会
の
進
行
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ

で
し
た
。
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
発
表
す
る
ク
ラ
ス
の
保
護
者
の
皆
様
に
も
、
入
場
す
る
時
間 

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
担
任
は
余
裕
を
持

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入
れ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
何
よ
り
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
子
ど
も
達
の
成

長
し
て
い
く
姿
を
し
っ
か
り
見
る
事
が
出
来
、
子
ど
も
の
力
は

す
ご
い
な
ぁ 

と
改
め
て
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

毎
年
当
園
で
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に
録
り
、

子
ど
も
達
と
見
返
し
て
い
ま
す
。 

担
任
を
含
め
大
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は
な
く
、
自
ら

考
え
感
じ
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
友
だ
ち
や
担
任
と
話
し
合
い
、

三
日
間
と
い
う
短
い
期
間
に
よ
り
良
く
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
で
し
た
が
、
こ
の
間
お
天
気
に
も
恵

ま
れ
外
遊
び
も
楽
し
み
な
が
ら
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

私
が
園
長
に
な
っ
て
、
初
め
て
会
場
内
で
子
ど
も
達
の
演
じ

る
姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 ○
三
歳
児
さ
く
ら
組
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
の
び
の
び
と
表
現

し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
が
、大
勢
の
人
の
前
で
緊
張
し
、

い
つ
も
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
さ
ん
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
も
ま
た
、
成
長
の
一
つ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

 

○
四
歳
児
す
み
れ
組
は
、
当
日
に
な
り
お
休
み
の
お
友
達
が
増

え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
友
だ
ち
の
分
ま
で
頑
張
ろ
う
と
す
る

姿
に
、
大
き
く
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

○
五
歳
児
ふ
じ
組
は
、
さ
す
が
年
長
組
！ 

安
心
し
て
見
守
る
事
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表

新
年 

明
け
ま
し
て 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 



で
し
た
。
お
休
み
の
○
○
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
頑
張
ろ
う
と
気
持

ち
を

一
つ
に
し
て
取
り
組
む
姿
に
、
小
学
校
に
行
く
準
備
は
出

来
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
子
ど
も
達
の
姿
を
保
護
者
の
皆
様
と
共
有
で

き
た
こ
と
が
、

一
番
嬉
し
く
休
み
明
け
子
ど
も
達
か
ら
、
た
く

さ
ん
褒
め
て
も
ら
っ
た
様
子
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
子
育
て
は
、

子
ど
も
達
の
周
り
の
人
た
ち
が
協
力

・
連
携
す
る
事
で
よ
り
豊

か
に
な
っ
て
い
く
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 保
護
者
か
ら
の
要
望
で
す 

●
残
念
な
が
ら
当
日
欠
席
だ
っ
た
た
め
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
頂
く
事
は
で
き
ま
せ
ん
か
？ 

 

  

年
長
児
で
も
あ
り
園
生
活
最
後
の
大
き
な
行
事
で
し
た
の
で

検
討
し
お
渡
し
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
撮
影
で
す
の
で
取
り
組
み
の
内
容

は
ま
だ
ま
だ
の
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
年
長
だ
け
で
な
く
さ
く
ら

・
す
み
れ
組
も
対
象
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 

 

三
歳
以
上
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
は
、
大
き
な
行
事
を
終
え 

日
々
の
生
活
や
遊
び
が
ま
す
ま
す
充
実
す
る
時
期
と
な
り
ま
す
。 

 

一
月
中
旬
か
ら
は
ゆ
り
組
の
個
人
懇
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

四
月
か
ら
の
三
歳
児
さ
く
ら
組
へ
の
進
級
に
向
け
て
、
生
活

が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
子
ど
も
達
の
戸
惑
い
が
少
し
で
も
減

ら
せ
る
よ
う
に
と
考
え
て
の
懇
談
で
す
。 

園
が
主
催
の
懇
談
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
か
ら
の
ご
要

望
で
懇
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
せ
ず
申

し
出
て
下
さ
い
。
状
況
に
よ
っ
て
は
園
の
方
か
ら
声
を
か
け
さ

せ
て
い
た
だ
く
ご
家
庭
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

年
末
年
始
の
長
い
お
休
み
に
入
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
こ
の
休
み
中
の
過
ご
し
方
が
と
て
も
大
事
で
す
。 

 

園
だ
よ
り
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
『
メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方

・
遊
び
の
大
切
さ
』
の
講
演
内
容
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
ず
は
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
体
調
管
理
に
気
を
付

け
て
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
そ
し
て
、
日
頃
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
保
護
者
さ
ん
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
、
た

く
さ
ん
遊
び
色
々
な
体
験
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 

年
齢
が
高
く
な
る
と
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
と
し
て
、

大
掃
除
な
ど
の
お
手
伝
い
も
大
事
で
す
。 

そ
の
年
齢
で
出
来
る
こ
と
を

一
つ
で
も
二
つ
で
も
任
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

 

人
の
役
に
立
つ
『役
立
ち
感
』 

「○
○
ち
ゃ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ
て 

う
れ
し
い
わ
、 

あ
り
が
と
う
」 

こ
の
言
葉
は
子
ど
も
達
の
成
長
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
言
葉
で
す
。 

 

年
長
ふ
じ
組
・年
中
す
み
れ
組
で
の
、
『あ
り
が
と
う
の
木
』

の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
同
士
で
一
日
を
振
り
返
る
大
事
な

時
間
で
す
。 

 

そ
の
中
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
、
悔
し

か
っ
た
こ
と
な
ど
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
場
を
設
け
て
い

ま
す
。
友
だ
ち
に

「あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
で
、

自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
素
直
に

「ご
め
ん
な
さ
い
」
が

言
え
る
姿
も
増
え
て
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

年
明
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
お
話
が
聞
け
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

新
し
い
年
を
迎
え
、
心
新
た
な
気
持
ち
で
一
日
一
日
を
大
事

に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

      

【お
願
い
】 

 

年
長
ふ
じ
組
は
、

一
月
中
旬
よ
り
完
全
に
お
昼
寝
が
な
く
な

り
ま
す
。
週
末
や
休
み
明
け
は
特
に
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、

子
ど
も
達
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
疲
れ
た
様
子
も
見
え
て
き
ま

す
の
で
、
お
仕
事
で
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
リ
ズ
ム
が
整
う

ま
で
は
、
子
ど
も
達
の
生
活
を

一
番
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
早

め
の
お
迎
え
を
し
て
い
た
だ
き
、
疲
れ
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
だ
け
る
と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

ご
理
解

・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 ※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

ノ
ー
ト
や
口
頭

・
意
見
箱
で
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 



   
     

◎ 

雪
あ
そ
び
の
準
備
に
つ
い
て 

 
 

（ゆ
り
・
さ
く
ら
・
す
み
れ
・
ふ
じ
組
） 

 
  

雪
の
状
況
を
み
て
、
使
用
す
る
際
に
は
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
雪
あ
そ
び
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

《準
備
物
》 

防
水
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
防
水
の
ズ
ボ
ン 

 
 

 
 

   

防
水
の
手
袋

・
く
つ
下 

 

※
す
べ
て
の
物
に
記
名
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
す
べ
て
の
物
が
入
る
袋
の
ご
用
意
も
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎ 

ゆ
り
組
個
人
懇
談 

 

 

《日 

時
》

一
月
九
日

（火
）
～
十
二
日

（金
） 

《場 

所
》
相
談
室 

 

※ 

お

一
人
十
五
分
程
度
で
予
定
し
て
い
ま
す
。 

※ 

詳
細
は
既
に
配
布
し
て
あ
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎ 

奉
仕
作
業
の
案
内 

 
 

〈日  

時
〉

一
月
三
十
日

（火
） 

十
三
時
半
～
十
五
時 

〈内  

容
〉
園
内
外
清
掃
及
び
絵
本
修
理 

 ※
こ
の
日
に
お
願
い
す
る
保
護
者
の
方
に
は
事
前
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◎ 

水
筒
に
つ
い
て 

 

 

寒
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
水
筒
を
持
参
さ
れ
た
い
方
は

引
き
続
き
持
参
さ
れ
て
も
良
い
で
す
。 

  

◎ 

ふ
じ
組
お
昼
寝
中
止 

 

 

ふ
じ
組

（年
長
児
）
は
、
小
学
校
入
学
に
向
け
、

一
月
十
五

日

（月
）
よ
り
、
お
昼
寝
を
中
止
し
ま
す
。
早
寝
早
起
き
の
習

慣
を
身
に
つ
け
、
疲
れ
が
残
ら
な
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎ 

倉
吉
市
部
落
解
放
文
化
祭 

 

 《日 

時
》

一
月
二
十
六
日

（金
）
～
二
十
八
日

（日
） 

《場 

所
》 

倉
吉
未
来
中
心
ア
ト
リ
ウ
ム 

  

◎ 

新
し
い
職
員
の
紹
介 

 

 

十
二
月
中
旬
よ
り
、
給
食
室
に
新
し
い
職
員
が
入
り
ま
し
た
。 

・
小
椋 

里
奈 

調
理
員 

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

◎ 

卒
園
式 

 

 

《日 

時
》
三
月
二
十
七
日

（水
） 

※ 

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ 

 

 

こ
の
度
、
よ
り
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
、

倉
吉
東
こ
ど
も
園
を
含
む

『倉
吉
東
福
祉
会
』
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
登
園
許
可
願
・
与
薬
依
頼
書
な
ど
の
様
式
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
過
去
の
園
だ
よ
り
や
園
の
ブ
ロ
グ
を
見
て
頂
く
こ

と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

[サイトURL] 

https://kurayoshi.or.jp/index.html 

 

倉吉東こども園 ＨＰ 



  

 

 月（15 日） 火（9 日・16 日） 水（10 日・17 日） 

昼 食 

 

 

ごはん 

鮭のマヨネーズ焼き 

白菜のポン酢和え 

かぶのそぼろあんかけ 

キャベツと油揚げのみそ汁 

ごはん 

鶏肉の甘酢がけ 

もやしとわかめのナムル 

白菜と油揚げの煮物 

豆腐と麩のすまし汁 

ごはん 

豚肉のみそ漬け焼き 

大根サラダ 

長いもとブロッコリーの炒め物

かぼちゃのみそ汁 

午後のおやつ 
ヨーグルト 

のり塩ラスク 

ヨーグルト 

きな粉マカロニ 

ヨーグルト 

さつま芋蒸しケーキ 

 木（11 日・18 日） 金（12 日） 土（6 日・13 日） 

昼 食 

 

ごはん 

鯖の塩焼き 

ほうれん草と納豆の和え物 

じゃが芋のコンソメ煮 

大根と卵のすまし汁 

ごはん 

マーボー豆腐 

さつま芋とブロッコリーのごま和え 

小松菜の中華炒め 

なめこと白ねぎのすまし汁 

コッペパン 

白菜とベーコンの中華スープ 

果物（バナナ） 

 

午後のおやつ 
ヨーグルト 

ピザトースト 

お茶 

ツナマヨおにぎり 

ヨーグルト 

せんべい 

  

 月（22 日・29 日） 火（23 日・30 日） 水（24 日・31 日） 

昼 食 

ごはん 

ささみのパン粉焼き 

スタミナ納豆 

切干大根の煮物 

白菜のみそ汁 

ごはん 

 牛肉のにんにく 油炒め 

ほうれん草の磯和え 

キャベツとツナの炒め物 

えのきのすまし汁 

ごはん 

赤魚の白菜あんかけ 

ブロッコリーと卵のサラダ 

ひじきの煮物 

かぶと油揚げのみそ汁 

午後のおやつ 
ヨーグルト 

マシュマロおこし 

ヨーグルト 

大学芋 

ヨーグルト 

手作りクッキー 

 木（25 日） 金（19 日） 土（20 日・27 日） 

昼 食 

ごはん 

豚肉のカレー炒め 

白菜の白和え 

れんこんのきんぴら 

あさりのすまし汁 

ごはん 

鯖の梅焼き 

スパゲティーサラダ 

大根の洋風煮 

豆腐と白ねぎのすまし汁 

コッペパン 

豚肉根菜の卵スープ 

果物（バナナ） 

午後のおやつ 
お茶 

青菜とじゃこのおにぎり 

ヨーグルト 

野菜ポッキー 

ヨーグルト 

せんべい 

 

 年始 4 日（木） 年始 5 日（金） 26 日（金）誕生会 

昼 食 

 

ちゃんぽん麺 

白菜とわかめのナムル 

果物（みかん） 

 

 

ビビンバどんぶり 

かぼちゃサラダ 

果物（みかん） 

 

えびピラフ 

白身魚のタルタルソース焼き 

ブロッコリーのサラダ 

冬野菜のクリームシチュー 

果物（みかん） 

午後のおやつ 
ヨーグルト 

せんべい 

お茶 

七草粥 

ホットカルピス 

フルーツロールパンサンド 

※月～土曜日の午前中のおやつはヨーグルトのみになります。 
 


